
４
月
24
・
25
日
と
県
議
会
は
閉
会

中
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
24
日
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
）

県
は
今
年
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
対
策
の
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。
私
は
、
３
月
に
公
表
さ
れ
た

平
成
28
年
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結

果
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
飲
酒
の

状
況
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
質
問
し
ま

し
た
。
貝
沼
浩
則
健
康
づ
く
り
推
進

課
長
は
、
「
飲
酒
習
慣
者
（
清
酒
換

算
１
日
１
合
で
、
週
３
日
以
上
飲
酒
）

の
割
合
は
、
男
性
19
・
６
％
、
女
性

２
・
８
％
で
前
回
調
査
よ
り
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
」
「
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
の
飲
酒
（
一

日
あ
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
、
男

性
は
40
ｇ
清
酒
で
２
合
以
上
、
女
性

20
ｇ
以
上
）
の
割
合
は
、
男
性
18
・

２
％
（
全
国
は
14
・
６
％
）
女
性
８

％
（
全
国
は
９
・
１
％
）
と
な
っ
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
私
は
、

「
リ
ス
ク
が
高
い
男
性
飲
酒
者
の
割

合
が
山
形
県
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
自
殺
の
要
因
と

な
っ
た
り
、
医
療
費
の
増
大
に
関
係

し
て
く
る
問
題
だ
。
今
後
の
計
画
や

施
策
に
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
それ

を
反
映
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

県
の
自
殺
対
策
計
画
が
策
定
さ
れ
、

今
年
度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
地

域
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
自
殺
総

合
対
策
セ
ン
タ
ー
の
分
析
に
あ
る

「
地
域
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
」

が
自
治
体
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
山
形
県
の
自
殺
の
特
徴
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
遠
藤
健
悟

地
域
福
祉
推
進
課
長
は
「
特
徴
の
一

つ
は
、
自
殺
者
数
で
は
60
才
以
上
の

高
齢
者
の
無
職
同
居
が
多
い
こ
と
。

二
点
目
に
自
殺
死
亡
率
で
は
有
職
者

に
比
べ
無
職
者
（
生
活
困
窮
者
）
の

比
率
が
高
い
こ
と
。
三
点
目
に
、
有

職
者
の
う
ち
で
は
、
全
国
に
比
べ
自

営
業
・
家
族
従
業
者
の
自
殺
割
合
が

高
い
こ
と
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
私

は
、
「
同
居
家
族
が
い
て
も
困
難
を

か
か
え
た
り
孤
立
化
し
て
い
る
高
齢

者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
計
画
は
、

こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を

重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

自
殺
者
低
減
に
向
け
力
を
尽
く
し
て

ほ
し
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

５
月
１
日
、
霞
城
公
園
で
開
催
さ

れ
た
県
中
央
メ
ー
デ
ー
の
集
会
と
デ

モ
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
最
初
に

「
安
倍
九
条
改
憲
反
対
、
戦
争
法
廃

止
！
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
政

権
退
陣
を
、
公
文
書
の
隠
蔽
、
改
ざ

ん
・
ね
つ
造
許
さ
な
い
！
あ
た
り
ま

え
の
政
治
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
そ

う
」
と
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
「
８
時
間
働
け
ば

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
「
貧
困
と

格
差
の
是
正
」
「
安
倍
９
条
改
憲
ノ
ー
、

憲
法
が
生
き
る
社
会
を
」
な
ど
の
言

葉
が
並
び
ま
す
。
強
い
よ
う
に
見
え

る
安
倍
政
権
で
す
が
、
矛
盾
が
見
え

る
化
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
政
治
を
私
物

化
す
る
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求
め
、

職
場
や
地
域
か
ら
共
同
の
た
た
か
い

や
運
動
を
広
げ
よ
う
」
と
の
思
い
を

共
有
し
、
団
結
を
固
め
あ
っ
た
メ
ー

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
に
つ
い
て

昨
年
の
予
算
委
員
会

で
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障

害
対
策
を
求
め
る
質
問

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
県
民
か
ら
「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
の
か
」

と
の
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
先
月
は
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
強
制
わ
い
せ
つ

事
件
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
「
背

景
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

が
あ
る
の
で
は
？
」
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

山
形
県
は
酒
ど
こ
ろ
、

お
い
し
い
お
酒
や
ワ
イ

ン
が
製
造
さ
れ
て
い
て
、

楽
し
む
人
も
多
い
の
で

す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
で

健
康
を
害
す
る
方
や
依

存
症
で
苦
し
む
方
も
潜

在
的
に
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

犯
罪
や
事
故
、
自
殺
な

ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
も

あ
り
家
庭
や
周
囲
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
す
社
会

問
題
で
す
。

県
は
今
年
度
計
画
策

定
中
で
す
が
、
「
多
量

飲
酒
の
害
」
や
「
節
度

あ
る
飲
酒
と
は
」
な
ど

ま
ず
は
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
学
び
広
め
あ

う
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

ゆ
り
子
の視

点
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集会後デモ行進する参加者

５月３日憲法記念日街頭演説で訴える渡辺ゆり子県議

そ
の
他
、
厚
生
環
境
常
任
委

員
会
で
は
、
４
月
に
設
置
さ
れ

た
中
国
帰
国
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
「
中
国
帰
国

者
の
会
の
方
々
に
十
分
な
説
明

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の

セ
ン
タ
ー
運
営
に
あ
た
っ
て
も

当
事
者
の
声
を
よ
く
聞
く
べ
き

だ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

産
業
振
興
対
策
、
働
き
方
改

革
特
別
委
員
会
で
は
、
学
校
給

食
で
の
県
産
農
林
水
産
物
の
使

用
拡
大
と
と
も
に
幼
児
・
高
齢

者
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
で
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て
提
起
し
ま

し
た
。


